
床下、床の穴への
気密対策

6

継
ぎ
目
に

隙
な
し

そ
の
④

　
今
回
は
前
号（
1
8
5
号
）の〔
外
壁
の
穴
へ
の
気
密

対
策
〕
に
続
き
、
室
内
の
快
適
な
温
熱
環
境
に
大
き
く
影

響
す
る
、
床
下
や
床
を
貫
通
す
る
穴
へ
の
気
密
・
断
熱
対

策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
注
目
す
る
の
は
、1
階
の
ユ
ニ
ッ

ト
バ
ス
の
床
下
に
つ
い
て
で
す
。
浴
槽
は
、
ま
た
ぎ
や
す

い
よ
う
に
浴
室
の
床
面
か
ら
落
と
し
込
ん
で
設
置
す
る

た
め
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
で
は
、
他
の
居
室
部
分
と

は
違
う
気
密
・
断
熱
施
工
を
行
っ
て
い
ま
す
。

だ
け
は
、
凹
の
形
状
で
基
礎
部
分
と
接
す
る
状
態
と

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、こ
の
床
下
も
室
内
空
間
の

一
つ
と
し
て
考
え
、基
礎
内
部
を
ぐ
る
り
と
断
熱
材

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
の
下
部

（
押
出
法
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
フ
ォ
ー
ム
）
で
覆
う
、

基
礎
断
熱
処
理
を
施
し
ま
す
。
床
下
か
ら
の
外
気

（
冷
気
・
暖
気
）の
影
響
を
遮
断
し
て
、
浴
室
も
室

内
と
同
じ
よ
う
に
快
適
な
温
度
を
維
持
し
ま
す
。

　
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
の
基
礎
部
分
に
は
、
配
管
を
通
す

が
あ
り
ま
す
。一
般
的
に
は
気
密
の
配
慮
が
さ
れ

な
い
部
分
で
す
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
で

は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
点
検
口

キ
ャ
ッ
プ
」
を
使
用
し
て
入
念
に
塞
ぎ
、
気
密
性

能
を
確
保
し
ま
す
（
図
参
照
）。
と
い
う
の
も
居

室
部
分
の
床
下
は
、
風
通
し
を
良
く
す
る
基
礎

パ
ッ
キ
ン
施
工
で
、
湿
気
を
逃
が
す
た
め
常
に
換

気
を
行
っ
て
い
ま
す
。
点
検
口
部
分
の
気
密
対
策

が
取
れ
て
い
な
い
と
隙
間
か
ら
冷
気
や
熱
気
が

入
り
込
み
、
せ
っ
か
く
の
基
礎
断
熱
が
有
効
に

働
か
ず
、
浴
室
を
中
心
に
し
て
室
内
に
温
度
差

が
広
が
る
一
因
に
も
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

　
床
下
に
至
る
ま
で
隙
を
許
さ
ず
、
ど
こ
ま
で

も
気
密
と
断
熱
の
ラ
イ
ン
を
つ
な
げ
て
い
く

努
力
を
、
続
け
て
い
ま
す
。
施
工
時
の
配
慮
を

一
つ
ひ
と
つ
重
ね
る
こ
と
で
、
家
全
体
と
し
て

高
い
性

能
が
発

揮
さ
れ
る
の
で
す
。ず
っ
と
快
適
に
健
康
に
過
ご
し

て
ほ
し
い
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
の
願
い
で
す
。

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
点
検
口

温
度
差
の
な
い

断熱材 気密処理
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床下点検口の蓋
階段下収納など、目に触れにくい場所の床
に設置される、定期点検やメンテナンス時
に使用する床下点検口。断熱材を内蔵し、
周囲に気密材を付けた、気密・断熱型の
蓋を採用しています。

基礎部分のユニットバス点検口
ユニットバス点検口は縦 20× 横 50㎝ほどの穴に、オリジナルのフランジ付き点
検口キャップをはめ込みます。スポンジ状の本体部分の穴にユニットバスの給水
と給湯の配管を通し、フランジ部分を防水気密テープで留め付けます。さらに配
管周りを発泡ウレタンで塞ぎ、断熱性、気密性、防水性をしっかり確保しています。
床下点検口用キャップ 特許番号 3427008 号

床を貫通する配管
床を貫通する給排水管の床板部分に
ペースト状のシーリング剤を使って気
密性を確保します。一般的なスウェー
デンハウスで、10 ヵ所以上ある、全て
の配管に気密施工を行っています。

断熱材（押出法ポリスチレンフォーム）

シーリング処理

防水気密テープ

発泡ウレタン

ユニットバス
点検口キャップ

断熱外枠（+気密材）

断熱蓋（+気密材）

床下・床の穴への気密・断熱対策で、家全体の温度を一定にキープ

浴 室脱衣所・洗面所廊下・居室


